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各会議体・委員会・担当者の役割業務
委

員

会

・

会

議

体

・

担

当

者

1 〔人材の育成〕　法人の経営理念に基づいた人材育成に関する目的の明確化と、「認める」「任せる」を基本にした研修体系の構築

2 〔育つ方向の明確化；キャリアパスシステムの改善〕　「求められる職員像」の定期的な見直し

3 〔学ぶ内容の明確化〕　研修課程（階層別研修メニュー・非正規職員含む）の定期的な見直し

4
〔個別研修システムの確立〕　スキル及び支援（虐待等も含む）の評価のためのチェックリストの作成と個別研修システムの構築及び面接制度、評価制度など
の認める仕組みの改善

5 〔非正規職員研修システムの構築〕　研修体系の確立と採用時マニュアルの作成・改善

6 〔非正規職員研修の企画・運営〕　非正規職員集合研修の企画・運営

7 〔特別研修の企画・運営〕　法人特別研修の企画・運営

8 〔フィードバック研修の企画・実施〕　人材定着・育成を目的として、成長していることに対してのフィードバックと、自信と喜びにつながる研修の企画・運営

9 〔パワーアップ研修の企画・運営〕　後輩や部下の人材定着・育成を目的とした、先輩や上司の関わりについてのスキルを学ぶ研修の企画・運営

10 〔PDCAサイクルの実践〕 数値化した計画管理を行い、PDCAサイクルを実践

11 〔個別研修計画の作成〕　部下との面談を交えた個別研修計画の作成と、自己評価のチェック

12 〔OJTの実践〕　OJTマニュアルの作成とOJTリーダー養成研修会の実施

13 〔非正規職員研修の実施〕　採用時マニュアルに沿った研修の実施

14 〔非正規職員の個別研修計画の作成〕　部下との面談を交えた個別研修計画の作成と、自己評価のチェック

15
〔採用ツールの工夫と活用〕　人材確保に向け、採用ツール（パンフレット、チラシ、動画、HP、プレゼンテーション用スライド等）の工夫と、効果的な広報媒体
（ウエブサイト、求人広告、学校訪問等）の活用

16 〔効果的な情報発信〕　HPでの新しい効果的な情報の発信（随時、常時更新）

17 〔就職フェアへの取り組み〕　効果的な「人材確保」を目的とした採用ツール等の工夫

18 〔リクルートツアの企画・運営〕　効果的な「人材確保」を目的とし、当該年度のみならず、次年度以降の採用を踏まえた、採用ツール等の工夫

19 〔説明会の企画・運営〕　効果的な「人材確保」を目的とした採用ツール等の工夫

20
〔法人のブランド力を高める〕　効果的に情報発信をして「見える化・魅せる化」に努め、法人の組織、職員、教育・保育、介護、障害福祉サービス内容のブラ
ンド力を高める

21 〔健全な職場風土の確立〕　人材定着を目的とした、クラブ活動やレクリェ―ション等の企画・運営

22
〔組織風土の理解を得る〕　実習やリクルートツア、また、法人内研修への招致、連携・協働などの活動を通じて、学生や養成校の先生方へ組織風土の理解
の促進

23 〔PDCAサイクルの実践〕　数値化した計画管理と、PDCAサイクルの実践

24 〔経営理念の明確化〕　経営理念と日常業務とのつながりの明確化と、経営理念の”見える化”の推進

25 〔経営理念の周知徹底〕　経営理念の周知徹底を図るための仕組みづくりと、様々な機会を捉えた経営理念の発信（説明）

26 〔信条の周知・徹底〕　経営理念に基づいた行動規範としての「信条」の明確化や周知・徹底

27
〔外部環境分析〕　競合他社（企業、NPO、他の社福）に関する情報の収集・把握、制度に関する情報の収集・把握、行政との連携及び情報の把握等の外部
環境分析の推進

28 〔内部環境分析〕　第三者評価受審の計画等サービスの自己点検や自法人の強み弱みを知るための「内部環境分析」の推進

29 〔経営計画の策定〕　評価・分析に基づいた経営計画（長期・中期・短期）の策定とその見直し

30 〔経営計画の明確化〕　経営計画の周知徹底と組織全体での共有化の推進

31 〔PDCAサイクルの実践〕　法人全体の経営計画の評価及び見直し（PDCA）

32 〔採用計画の立案〕　採用職種や人数の把握、求人や採用試験の時期や方法等についての計画

33 〔満足度を高める仕組みの構築〕　職員の配置、異動、昇進・昇格システムの見直しと改善

34 〔満足度を高める処遇水準の見直し〕　処遇水準の現状の把握・分析と処遇改善

35 〔ワーク・ライフバランスの確立〕　ワーク・ライフバランスに配慮した職場環境の確保

36 〔健全な職場環境の確立〕　セク八ラ、パワ八ラのない職場づくりの推進

37 〔職員の安全と健康の確保〕　メンタルヘルス、腰痛防止策、その他労働災害への対応など安全な職場づくりの推進

38 〔健全な職場風土づくりの推進〕　コミュケーションが取りやすい組織風土づくりのための組織風土の診断等、階層の意識のギャップの把握と改善

39 〔非正規職員の効果的な活用〕　処遇向上を伴った効果的な非正規職員の活用

40 〔コンプライアンス体制の構築〕　倫理や法令等の遵守の徹底に向けた管理体制や規定の整備

41 〔コンプライアンス教育の徹底〕　職員に対する社会福祉関係法令、労務関連法令、虐待防止法等の適切な理解を促す場の提供

社会的ルールを遵守し、適正な経営ができる信
頼性の高い組織を確立します

組織の整備・改善に努め、学習と成長の仕組み
を構築し、組織の活性化を図ります

14.上司、部下、スタッフ同士の関わりの充実 日常の上司､部下、スタッフ同士の関わりの中で
成長できるよう健全な組織風土を確立します

15.経営理念の明確化と周知 経営理念を周知徹底し組織に浸透させます

17.仕組みの構築と組織の活性化を図る

8.ルール・規範意識を高める

持続力、勇気、決断力などを養い、自制心や忍
耐力を培います

11.意欲を高める

集中力を養い、自主性、自発性を高め意欲的に
行動します

13.良質な人材を確保する 様々な効果的な手段を講じ、良質な福祉人材を
確保します

9.他者理解力を高める

12.アイデンティティを築く

多様な関わりの中で、アイデンティティを築きます

10.忍耐力を培う

情報収集力、問題発見力、分析力、理解力、観
察力など、論理的思考を培います

4.継続性を培う

■
多
様
な
関
わ
り
の
中
で

「
成
功

」
と

「
失
敗

」

を
体
験
し

、
感
性

（
非
認
知
能
力

）
を
培
お
う

■感性とは価値あるものに気づく心
の感受力であり、個性の原点です。
それは,多様な関わりの中での体験
によって培われます。様々な体験
の中で、感受力を高め、コミュニ
ケーションスキル、リーダーシップ、
公共心、規範意識、他者理解力、
忍耐力などを培い、自身の個性を
確立していこう

5.コミュニケーションスキルを培う
言語能力、表現力を高め、コミュニケーションス
キルを培います

6.リーダーシップを培う
想像力、状況理解力、判断力を養い、柔軟性、
協調性をもって対人影響力を高めます

7.公共心を培う
人間としての基礎･基本を土台とし、社会の一員
として公共心を培います

経営理念 経営方針 経営目標（長期ビジョン）

思いやり､優しさなど母性的慈愛をもって共感性
など他者理解力を培います

1.専門知識・技術を高める
より良いサービスの提供を目的に、関係する質の
高い知識と技術を培います

2.創造力を培う
多様な経験と知識を得、思考､想像力を生かし
新しいものをつくる力を培います

3.論理的思考を培う

管
理
者

研
修
委
員
会

16.経営戦略の策定と明確化 外部・内部環境を分析し、経営計画の策定及び
明確化を図り、それに基づき実践します

好奇心、探究心など、知識欲をもって、知識や能
力を継続的に高めていきます

ルール・規範的意識、倫理観、道徳性を高め、
責任のある行動をします

運
営
会
議
・
ス
ー

パ
ー

会
議

18.ガバナンス（組織統治）の確立に努める

非
正
規

リ
ー

ダ
ー

人
財
確
保
・
定
着
委
員
会

■
学
習
と
成
長
の
仕
組
み
を
構
築
し

、
組
織
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

、
社
会
に
お
返
し
を
し
よ
う

人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。
 
ま
た

、
ひ
と
り
で
は
成
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

。
 
意
識
を
し
な
い
と
気
が
つ
か
ぬ
ほ
ど

、
日
常
的
な
こ
と
で
す
が

、
自
分
の
ま
わ
り
に
お
ら
れ

■多様な関わりによって人は成長し
ます。子どもも大人も同じです。私
達は、他の業種にない恵まれた環
境にあります。意識をしないと気づ
かぬほど日常的なことですが、その
ことに感謝し、利用者、また、スタッ
フ同士などの多様な関わりの中で、
立場を経験しながら、幸せに生きる
ためのフィロソフィ（哲学）を自ら確
立していこう。

　
　
　
人
と
人
と
の
多
様
な
関
わ
り
の
中
で

、
総
合
的
人
間
力
を
培
う

自
　
　
身
　
　
の
　
　
成
　
　
長

■

「
論
理
の
展

開

」
を
体
験
し

、

知
性

（
認
知
能

力

）
を
高
め
よ
う

■知性を高めるための方法は、「論
理の展開」です。教わるより、教える
方が身につくのです。教わることは
「学習」で、教えることは「勉強」だと
も言われます。様々な立場を経験
しながら、論理的思考を培い、技術
を磨き、意欲を継続しながら新しい
ものを創造していこう

何
の
た
め
に
働
く
の
か
？
何
故

、
み
か
り
会
に
勤
め
る
の
か
？
そ
れ
は

、
自
身
の
成
長
の
た
め

。
ひ
と

（
他
人

）
の
た
め
だ
と
か

、
子
ど
も
の
た
め

、
お
年
寄
り
の
た
め

、
な
ど
と
安
易
に
言
う
の
は
や
め
よ
う

れ
る
と

、
世
の
中
が
悪
い

、
誰
某
が
悪
い

、
上
司
が
､
部
下
が
な
ど
と

、
ま
る
で
す
べ
て
を
知
り
尽
く
し
た
評
論
家
の
よ
う
に
責
任
転
嫁
を
す
る
も
の
で
あ
る

。
働
く
こ
と

、
考
え
る
こ
と

、
努
力
す
る
こ
と

、

た
め
で
あ
る

（
2

）
多
様
な
関
わ
り
の
中
で
の

『
体
験

』
と

『
論
理
の
展
開

』

（
1

）
感
知
融
合
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経営理念 経営方針 経営目標（長期ビジョン）

42 〔内部管理体制の強化〕　会計監査の指導に基づく内部管理体制の強化

43 〔事業経営の透明性の確保〕　行政監査や、外部監査等の活用等、事業、財務に関する外部的なチェックによる事業経営の透明性の確保

44 〔適正な財務管理〕　法人の経営状況と財務状況の正確な把握と、透明I性の高い財務管理の推進

45 〔適切な請求事務・補助金等の取り扱い〕　適切な報酬請求及び補助金申請と、法令に基づいた適正な執行

46 〔保険加入の点検〕　保険加入状況とその適正さの定期的な確認

47 〔情報の公開〕　法人の業務及び財務等に関する情報について、社会、利用者・家族等に対して公開

48
〔公益通報相談窓口の設置〕　公益通報相談窓口を設置し、職員からの法令違反行為に関する相談や通報の適正な処理の仕組みを含め、不正行為等の
早期発見とその是正を図る

49 〔経営の合理化〕　無駄をなくし、経営の合理化を図るコスト意識の醸成とその実践

50 〔適切な収益の確保〕　適切な収益性の確保を目的とした、計画的かつ効率的な事業運営

51 〔適切な資金調達〕　適切な事業継続のための資金の確保（借入償還・建替・昇給・設備投資・将来のリスクを鑑みた計画的な資金調達）

52 〔社会福祉法人としての使命〕　採算が採れない社会的ニーズに対応する資金の確保とその他公益サービスを提供するための資金の確保

53
〔受容的環境の確立〕　人的・物的両面において、受容的環境を確立し、子ども・高齢者・障害者が信頼感と安心感を持って生活できる環境の確立するため
の研究と報告

54 〔家族や知人・友人との交流の維持〕高齢者・障害者の家族、知人、友人との交流の維持・促進のための課題検討と個別支援の方策の検討

55
〔保育・介護・障害福祉保育・介護・障害福祉サービスに関する情報提供〕　保育・介護・障害福祉サービスの内容や情報を子ども・高齢者・障害者に対し”み
える化”を図り、積極的な説明と発信

56
〔保育・介護・障害福祉サービスの自己点検及び改善〕　自らの保育・介護・障害福祉サービス提供、体制等につき定期的な自己評価（トゥモローチャレンジ
等）の実践と課題の設定・改善

57
〔保育・介護・障害福祉サービス内容の研究と実践〕　それぞれの保育・介護・障害福祉サービスの内容を深く研究し専門性を高め、個を尊重した丁寧な保
育・介護・障害福祉サービスの提供

58
〔職員に対しての倫理教育の充実〕　子ども・高齢者・障害者の人権を尊重し、個人の尊厳を守ることの重要性について、職員が認識を深めるよう人権教育等
の具体的な取り組みを実施

59 〔保育・介護・障害福祉サービスの標準化・マニュアルの策定〕　必要なマニュアルや手順の策定と周知（研修含む）及び定期的な見直し

60
〔包括的支援体制の確立〕保育（児童館・学童保育も含む）・介護・障害福祉のそれぞれの現場において、専門分野以外の相談等にも対応できるなど、包括
的な相談支援体制を確立する

61 〔業務の効率性を高める〕効率性を高めるために、テクノロジ―の活用を推進し、併せて、それに対するリスクマネジメント体制の構築と教育を徹底する

62 〔保育・介護・障害福祉サービス開発と実践〕　将来にわたり長期にご利用いただけるニーズを見極めた新たな保育・介護・障害福祉サービスの開発

63 〔アフターサービス〕　サービスマニュアルを作成し、契約済みの子ども・高齢者・障害者や保護者に対してのサポート体制の充実

64 〔ほっとかへんネットへの積極的な参画〕社会福祉法人連絡協議会での活動を通じ、CSWの獲得、地域ニーズの把握・地域支援の実践

65 〔CSWスキルの獲得と実践報告〕　CSWのスキルの獲得を目的に研修会への参加及び研修会の企画・運営と定期的な実践報告会の開催

66
〔地域づくりに向けた支援の実践〕　地域共生社会の実現のために、「通いの場」や「活躍の場」、また、地域の力を引き出し、「互助の再生」をするなど、地域づ
くりに向けた支援を実践する

67 〔多様な主体との連携〕　他の法人や社協及び保健・医療機関等との連携・協働により、地域住民の福祉の向上に取り組む

68
〔災害支援（DWAT）〕社会福祉法人連絡協議会や行政との連携のもと、災害時対応協定、福祉避難所の備えなど、地域住民の安全・安心な生活の確保に
努めるなどのスキルの習得

69 〔地域との災害時支援の協定〕　当該地域との災害時支援の協定や災害時の要援護者支援体制づくりのためのノウハウの習得

70 〔相談機能の拡充〕　法人内各施設の「福祉の総合相談窓口」設置のための支援

71
〔課題を抱えた方への包括的支援〕　生活困窮者等、低所得者に対する支援や「認定就労訓練事業」「予期せぬ妊娠」等の就労支援、「頼れる身寄りのない
高齢者」また、学習支援に積極的に取り組む

72
〔社会的援護を要する人々への支援〕　ひきこもり、被虐待者等、社会的援護を要する人々に対する支援を目的に、研修会への参加及び研修会の企画・運
営

73 〔地域に開かれた法人づくり〕　法人内各施設が、施設や設備の開放、イベントの開催等、地域に開かれた取り組みを実践するための支援

74
〔地域への発信〕　地域との様々な関わりを”みえる化”して積極的に発信し、私達の活動の理解を深めることを目的にHPの内容の定期的な更新と、人材確保
採用ツール作成への参画

75 〔環境問題への配慮〕　法人内各施設の地域の環境問題の取り組みに対し情報提供等の支援

76 〔相談・支援等の実施〕　国際化が進むなか、地域で生活する外国人に対する相談・支援や福祉サービスの提供を目的にそのノウハウの整理

77
〔地域ニーズの把握と対応〕　地域住民のニーズ把握とその対応、また、新たな福祉需要への対応住民と共に地域課題を解決するための機会の設定を法人
内施設において実践できるようノウハウの確立

78 〔地域福祉計画等策定等への参画〕　地域の福祉会議等への参加と地方公共団体への政策提言及びその報告

79
〔幼老共生の研究〕　「幼老障共生」の意義（子どもにとって・高齢者にとって・障害者にとって）を確立することを目的に、法人内研修の企画・運営とそれを説
明する成果物の作成（報告含む）

80 〔高齢者が主体として生きる場の提供〕　高齢者が子どもと障害者とかかわる中で、「主体として生きる」ための環境づくりとその実践報告

81
〔幼老障共生の発信〕　幼老障共生の意義を地域や関係機関、団体等に発信し私達の活動の理解を深めることを目的に、HPの内容の定期的な更新と、人
材確保採用ツール作成への参画

82 〔障害者の働く場〕　障害者が子どもと高齢者とかかわる中で、「主体として生きる」ための環境づくりとその実践報告

共
生
社
会
の
創
造

26.幼老障共生社会の再構築 幼老障共生の環境づくりを進め、互いに支えあう
共生社会の再構築を図ります

質
の
向
上
委
員
会
・
ケ
ー

ス
会
議

24.地域課題（ニーズ）への対応 地域の多様なニーズに対応し、「福祉の総合的
な拠点」を目標とします

22.「将来」へつなぐ保育・介護・障害福祉サービス
の提供

きめ細やかに個別のニーズに対応し、アフターケ
アの充実を図ります

地
域
貢
献
委
員
会25.施設主義から機能主義へ

23.連携によるニーズの把握とスキルの獲得 コミュニティソーシャルワーク（CSW）の実践のた
めのスキルの獲得と地域のニーズを把握します

19.財政基盤の安定 経営の合理化を図り、社会福祉法人としての使
命をはたすための適切な収益の確保（適正利
益）に努めます

■「幼と老の共生」、「幼と障がい者
（児）との共生」を実践し、その価値
観を広め、共生社会の構築を図る
とともに、それを支える福祉文化の
確立のため、福祉教育を推進しよう

機能性を発揮し、ニーズに応える新しい保育・介
護・障害福祉サービスを開発・提供します

（
3

）
「
人

」
に
お
返
し
を

■
自
分
の
能
力
を
精
一
杯
使
い

、
子
ど
も
・
高
齢
者
・

障
害
者

、
保
護
者
の
方
々
に
お
返
し
を
し
よ
う

■受容的環境を確立し、ご利用い
ただいているすべての方が「”自分
らしく主体として生きること”ができる
サービス」を提供する真のプロを目
指そう

20.受容的環境の確立 人的､物的両面において受容的環境を確立しま
す

私
達
は

、
ケ
ア
ー
と
い
う
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

、
己
の
資
質
の
向
上
を
は
か

っ
て
い
る
の
で
あ
る

。
対
価
も
い
た
だ

使

っ
て
そ
の
お
返
し
を
す
る
の
で
あ
る

。
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

、
一
日
を
生
き
よ
う

（
5

）
「
世
の
中

」

し
を

■地域の「強み」「弱み」を把握し、
多様なニーズに対応できる「福祉の
総合的な拠点」を目標とし、さらに
機能性を発揮して新しい保育・介
護・障害福祉サービスを開発・提供
していこう

■
地
域
課
題
を
把
握
し

、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る

「
福
祉
の
総
合

的
な
拠
点

」
に
な
ろ
う

21.「自分らしく主体として生きること」を目指す保育・
介護・障害福祉サービスの提供

「真のプロ」を目標とします

（
4

）
「
地
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方
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多
様
な
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わ
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い
る
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に
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し

、
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す
が

、
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で
も
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に
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す
る
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と
が
で
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れ
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、
と
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て
い
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地
域
の
真
の
幸
福
を
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ざ
し
て

、

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

」
に

■
共
生
社
会
の
構
築

教
育
の
推
進
を
し
よ

う

。
そ
の
よ
う
な
人
に
限
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崖

っ
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に
立
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さ

、
行
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す
る
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と
・
・
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自
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の
成
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の
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83
〔地域での福祉の推進〕　法人内各施設が、出前授業等の学校教育への協力、ボランティアの受入れ等、福祉マンパワーの養成や住民参加による取り組み
を行うための情報提供などの支援

84 〔福祉に対する理解の促進〕　地域住民の福祉に対する理解を促進するために、法人内各施設が講習会、講演会、勉強会等の実施と情報提供

85 〔想定外をなくす〕ヒヤリハット、KYT等を通じ、事故・怪我・コンプライアンス違反などの”抽出と気づき”の共有と法人内各施設への周知徹底

86
〔システム整備と改善・周知〕　保育・介護・障害福祉サービス提供に際しての安全性を確保することを目的として、実用的なマニュアルの策定と定期的な見
直し及び法人内各施設に周知徹底

87
〔安全な生活環境の確立〕衛生的な環境整備及び防災設備・備品の維持管理、危険個所の点検・改善など安全な生活環境を確立を目的に、情報を共有し
法人内各施設に周知・徹底

88 〔感染症対策の強化〕感染症の予防・拡大防止のマニュアルを定期的に見直し、実践的なものを作成し、法人内各施設に周知・徹底

89 〔発生時の対応の事前準備〕応急処置等の事故対応・災害時の避難訓練・感染症対応などのマニュアルの整備・改善と周知

90 〔BCM〕　保育・介護・障害福祉サービス提供を継続するための体制を整えることを目的に、事業継続計画（BCP）の策定と訓練及びその改善

91 〔風評被害への対応〕　陰湿的攻撃者やマスコミに対する対応マニュアルの策定、警察や弁護士等に適宜相談する体制の整備

92 〔初動対応のマニュアル〕　応急処置、避難等、初動対応のマニュアルの見直しと周知徹底

93 〔システム整備〕詳細な事実の調査・今後の対策・対応の決定、検証及びマスコミ・HP等への公表の仕方をマニュアルを策定・改善及び周知

94 〔職員の倫理教育の実施〕　職員の倫理綱領の策定・周知等、個人の尊厳への意識を高めるための取り組みの実践

95 〔取り組みの発信〕　高齢者・障害者・保護者へ「人権尊重」に対しての取り組みを発信

96 〔個人情報の保護〕　個人情報保護方針や個人情報保護規定の見直しと周知

97 〔情報管理の徹底〕　法人内各施設が、保育・介護・障害福祉サービス提供等に関する適切な記録を整備し、適切な保管を行うよう指導

98 〔コスト意識の醸成〕　職員全体のコスト意識を醸成するための取り組みの実践

99 〔経営理念の周知徹底〕　経営理念の周知徹底を図るために、様々な機会を捉えた経営理念の発信（説明）

100 〔信条の周知・徹底〕　「信条」の明確化や周知・徹底

101 〔意欲ある職場環境〕　定期的な個別面接や、会議等で職員に意見を求めるなど、意欲ある職場環境づくりの推進

102 〔健全な職場環境の確立〕　ワークライフバランスを意識した職場環境づくりに努めると共に、セク八ラ、パワ八ラのない職場づくりの推進

103 〔保育・介護・障害福祉サービスに関する情報提供〕　職員の家族に対する「保育・介護・障害福祉サービス」の内容や情報の発信

104 〔健全な職場環境の確立〕　ワークライフバランス、セク八ラ、パワ八ラのない職場づくりの推進と理解の促進

105
〔受容的環境の確立〕　人的・物的両面において、受容的環境を確立し、子ども・高齢者・障害者が信頼感と安心感を持って生活出来ているかの検証・改善と
報告

106
〔自己決定と選択の尊重〕　子どもや高齢者・障害者にとって選択できる環境や選択肢が提示されるなど、「自己決定」が尊重される仕組みや環境づくりの実
践及び検証・報告

107 〔子ども・高齢者・障害者満足度の把握〕　子どもや利用いただいている方が、”常に主体的”で「満足」頂いているかの検証・改善と報告

108 〔虐待を発生させない体制づくり〕　虐待を発生させないことを目的に、チェックリストの活用等、職員が自己の「支援」について振り返る機会の提供

109 〔困難事例への取り組み〕　障害児の受け入れや課題の多い家族のいる利用者の受け入れ等の困難事例への積極的な取り組み

110 〔プライバシー保護〕　個人情報保護方針や規定に基づき行動するとともに、プライバシーを守る快適な物理的生活環境の確立

111 〔衛生的な環境の整備〕　建物内の温・湿度管理の徹底、トイレ・風呂等のこまめな清掃、防臭・防カビ等、常に衛生的な環境改善

112 〔感染症対策の強化〕　感染症の予防・拡大防止のためのマニュアルに基づいた予防対策と必要な薬品や機材の整備

113 〔発生時の訓練〕応急処置（ああかいかいほちょうれんこう）、災害時等の避難、感染症対応などの訓練の実施

114 〔安全な環境の維持〕　防災設備の維持管理及び設備・備品の管理等、子ども・高齢者・障害者にとって安全な環境の維持管理

115 〔災害対策〕　非常災害に対する個別の計画を整備し、それに基づく実効性ある訓練の実施

116 〔苦情・相談体制の強化〕　子ども・高齢者・障害者・家族からの苦情・相談に対して適切に対応し、第三者委員の活用等、是正・改善する仕組みの強化

117 〔保護者等のニーズの把握・理解〕　保護者や家族の声を聞き満足度を把握し、職員参加の下、保育・介護・障害福祉サービス改善の取り組みを推進

118 〔保護者、地域への説明〕　法人が提供する保育・介護・障害福祉サービス内容について、保護者や地域住民等に対して説明する機会の設定

119 〔インフォームドチョイスの重視〕　契約前等、保護者や利用者への理解を得られる十分な事前の説明の徹底

120 〔取り組みの発信〕　信頼を築くことを目的に、日頃からの高齢者・障害者・保護者へ安全性を高めるための取り組み等の発信

121 〔オープン化・隠さない組織〕　苦情・事故・感染症等について、その内容と改善・対応の状況についての公表及び説明

122 〔第三者評価の受審〕　保育・介護・障害福祉サービス提供について、「第三者評価A項目」を用いての自己評価の実践

123
〔施設の地域への開放と活用〕　「地域共生社会の実現」につながるコミュニティ強化を目的に施設開放・活用・イベントの開催等の地域開かれた取り組みの
積極的な実践

■こども・子ども・高齢者・障害者と
は「信任」、保護者とは「信頼」、地
域とは「信認」、行政とは「信任」の
関係を構築し、「なくてはならない存

在」になろう

プライバシー、個人情報の保護に努め、信頼性
の高い保育・介護・障害福祉サービスを提供しま
す

「理解者」・「援助者」として、安心し、信じて頼ら
れる「信頼」を構築します

35.子ども・高齢者・障害者との「信任」の構築

34．職員・職員の家族との「信頼」の構築

受容的環境を基盤として、良質かつ安全・快適
な生活環境（人的・物的）を確立し、信じて事を
任せてもらえる「信任」を構築します

造
委
員
会

36.保護者との「信頼」の構築

リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
委
員
会

人権の尊重や、個人の尊厳に配慮した良質な保
育・介護・障害福祉サービスの提供に努めます

27.福祉教育の推進

32.個人情報の保護

管
理
者
・
各
施
設
職
員

33.経済的被害に備える 経済的な基盤を整え、事業の継続性を高めます

30.クライシスマネジメント 発生後の的確な対処方法を整備します

確立のため、福祉教育を推進しよう
地域の幸福を願い、共生社会の構築のため、福
祉教育を推進します

■怪我・事故、人格権侵害、財産
権侵害、風評被害、経済的被害な
どのあらゆる危害に備えるため、リス
クマネージメントを実践し、地域の中
で安心して頼られる存在になろう

28.予防（発生確率の低減）する

31.人格権侵害をなくす（人権の尊重）

想定外をなくし、システムを整備、周知を図り、事
故等の発生確率の低減を図ります

29.被害規模（ダメージ）を小さく
　　　　する

好感をもたれる組織風土の確立と事前の準備・
訓練を行い、あらかじめ被害規模を小さくできる
ように努めます

だ
き

、
地
域
の
方
に
お
世
話
に
な
り

、
ま
た

、
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惑
を
お
か
け
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、
己
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た
め
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。
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、
一
生
懸
命
で
な
け
れ
ば
大
変
失
礼
な
こ
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だ

。
ま
た

、
謙
虚
で
な

お互いに信頼し、毎日が充実した健全な職場環
境を確立します。また、事業や組織の理解を得ら
れるよう、職員の家族との関係において「信任」を
構築します

37.地域との「信認」の構築 顔と顔の見える関係を構築し、地域の課題に対
し協働して取り組み、自治会との関係において

」
に
お
返

　
し
　
　
を
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す

お
　
　
返
　
　
し
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■
安
全
性
を
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、
安
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■
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、
信
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124
〔地域における福祉文化の醸成〕　育成と活動支援を目的とし、子ども・高齢者・障害者との直接的な関わりを意図した地域ボランティアの積極的な受け入れ
や、学習の機会づくり

125
〔地域での福祉の推進〕　法人内各施設が、学校教育への協力、ボランティアの受入れ等、福祉マンパワーの養成や住民参加による取り組みを行うための支
援

126 〔福祉に対する理解の促進〕　法人内各施設が講習会、講演会、勉強会等を実施し、地域住民の福祉に対する理解を促進するための支援

127 〔総合相談窓口〕　地域における福祉の相談窓口の設置と機能の強化

128 〔地域貢献事業の推進〕　社会福祉事業以外の地域における多様（福祉ニーズ以外）な生活課題等、公益的取り組みの実践

129
〔地域への見える化・見せる化〕　地域に対して法人・施設情報の提供やサービス内容の説明、開かれた（情報開示・提供・公表）仕組みづくりの推進等、地
域とのコミュニケーションの強化

130 〔環境問題への配慮〕　地域の環境問題に対するの取り組みの実践

131 〔事業計画等の公表〕　策定した事業計画等を、各委員会において職員への周知と、保護者、地域等へ発信

132
〔地域との連携〕　地域における社会問題や地域の課題等の解決に向け、民生・児童委員や自治会、地域団体等との定期的な連携及び具体的な取り組みの
実践

133 〔保育・介護・障害福祉サービスに関する情報提供〕　職員の家族に対する「保育・介護・障害福祉サービス」の内容や情報の発信

134 〔地域活性化の取り組み〕　地域行事（まちづくり活動なども含め）への参加や共同行事の開催の企画など、地域活性化を目的とした活動の実践

135
〔学校との相互理解〕　学校行事への参加や、園（施設）行事・自己評価事業への招待等、”顔と顔の見える関係（世間話ができる関係）づくり”に努め、相互
理解を図る

136 〔保育・介護・障害福祉サービス内容の研究と実践〕　上記の関わり等連携し、保育・介護・障害福祉サービスの内容を深く研究し専門性を高める

137 〔連携による課題解決〕　学校との連携により、地域の課題を解決

138
〔実習に対する丁寧な対応〕　福祉を目指す学生の「実習」に対し、明確な目標と適切な指導の下、将来の理想の姿に迎えるように援助し、「信頼」の関係を
築く

139 〔養成校に対する丁寧な対応〕　福祉を目指す学生の「実習」に対し、明確な目標と適切な指導を行い、養成校との「信頼」の関係を築く

140
〔情報の収集〕　養成校の先生方との様々な機会や関わりから、保育・介護・障害福祉サービス内容に関する事項、その他福祉事業に関する事項等の情報
の収集

141 〔隠さない組織風土の確立〕　苦情、事故などの速やかな報告に努め、オープンで好感のもてる組織風土を確立し、行政・関係機関との「信任」の関係を構築

142
〔情報の収集〕　行政・関係機関また、経済人等との様々な交流の機会を通じて、地域福祉計画を始めとする各種福祉計画の策定への参画及び福祉事業
の経営等に関する情報の収集

143 〔隠さない組織風土の確立〕　苦情、事故などの速やかな報告に努め、オープンで好感のもてる組織風土を確立し、マスコミとの「信用」を構築

144 〔新たな福祉サービスの発信〕　「共生社会の創造」の実践等、”新たな福祉サービス”を積極的に発信し、マスコミとの「信用」を構築

”顔の見える関係”をつくり、「信頼」の関係を構築
します

38.地域の学校との「信頼」の構築 ”顔の見える関係”をつくり、「信頼」の関係を構築
します

40.行政・関係機関との「信任」の構築 ”顔の見える関係”をつくり、「信任」の関係を構築
します

41.マスコミとの「信用」の構築 ”顔の見える関係”をつくり、「信用」の関係を構築
します
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「信認」を構築します

39.養成校・福祉を目指す学生との「信頼」の構築
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